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トピックス1　新種のHIV（ヒト免疫不全ウイルス）が発見された
　仏Rouen大学病院センターのPlantierらは、アフリカのカメル ンー出身で仏在住の女性から新型HIV（ヒ
ト免疫不全ウイルス）が検出されたと、2009年 8月 2日付けの Nature Medicine電子版に発表した。検
出されたHIVは 1型（HIV─1）に属し、この型は全てチンパンジーのウイルス由来とされていたが、今回発
見されたウイルスはゴリラのウイルスに酷似し、新種であることが示唆された。ヒト感染が未だこの 1例の
みのため、この女性への感染経路は不明であるが、Plantierらは他にも感染例があるものと推測している。
また、別の新種のHIVが出現する可能性もあるとし、より注意深く監視を続けるべきと述べている。
　ヒトのAIDS（後天性免疫不全症候群）の原因であ
るHIV（ヒト免疫不全ウイルス）には、1 型（HIV─1）と
2 型（HIV─2）が存在し、このうち世界的に感染が流
行しているのは HIV─1であることが知られている。こ
れまで HIV─1 は、全てチンパンジーのウイルスに由来
すると考えられていたが 1、2）、仏 Rouen 大学病院セン
ターの Plantierらは、在仏の女性からゴリラのウイル
ス由来とみられるHIV─1を検出し、新種のウイルスと
して Nature Medicine の電子版に 2009 年 8 月 2 日発
表した 3）。この発見には、2001 年発足の仏リファレン
スラボラトリネットワークによるサーベイランスが貢献し
た。
　発見されたウイルスは、これまで同定されている
HIV─1の 3 つの亜型、group M（major）、O（outlayer）、
N（non-M/non-O、new）と区別するために、Plantier
らは HIV─1 group Pと呼ぶことを提唱している。Pと
は pending のことで、暫定的な亜型であることを意味
し、今後のヒト感染例の解析結果によっては変更の可
能性もある。
　分子系統学的解析注 1）により、HIV─1 および HIV─
2 の起源はどちらも、突然変異によってヒトへの感染
性を獲得した SIV（サル免疫不全ウイルス）であると考
えられている。これまで、HIV─1 については、その遺
伝子の塩基配列が、アフリカの野生チンパンジーから
見出された SIV（これを SIVcpz と呼ぶ）のそれと酷似
しているため、チンパンジー由来であるという説が唱え
られていた 1、2）。
　HIV─1 group P は、アフリカのカメル ンーからパリ
に移住した 62 歳の女性の血液から検出された。この
女性は、AIDS を発症していない。パリに移住した直
後の 2004 年、抗体スクリーニング検査によりHIV─1
に感染していることが診断されたが、ウイルスの亜型
は特定されていなかった。Plantierらは、世界的に流
行しているgroup M でないことを市販の検査キット等
で確認し、女性の出身地から中央アフリカ限局の
group O ではないかと推測した。そこで、この亜型の
遺伝子の一部を標的とした RT─ PCR 法を実施した
が 注 2）、遺伝子は検出されず、group O でないことも判
明した。次に、亜型を限定せずに、HIV─1 遺伝子全
てを標的とした extra-long RT─ PCR 法を行ったとこ
ろ、8,673 塩基を検出した。これは HIV─1のゲノム（約
9,500 塩基）にほぼ相当する。検出された塩基に対して、
分子系統学的解析を行った結果、2006 年に発見され
たゴリラの SIV（これを SIVgorと呼ぶ）4）に酷似してい
ることを突き止めた。したがって、女性から検出され
た HIV─1 は SIVgor 由来の新たな系統とみなされ、
新種のウイルスと結論づけられた。
　現在までのところ、HIV─1 group P のヒト感染はこ
の1 例のみが報告されている。したがって、感染経路
は明らかになっていない。Plantier らは、HIV─1 
group P が培養ヒト末梢血単核球で増殖することも実
験的に証明している。またこの女性がアフリカ在住時
にゴリラとの接触歴がなかったことを鑑みて、他にも感
染例があるものと推測している。さらに同氏らは、今後、
別の新種の HIV が出現する可能性もあるとし、特に西
中央アフリカにおいて、より注意深く監視を続けるべき
と述べている。
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注1：類縁関係をDNA塩基配列の比較により推定するこ
と。
注2：HIVはRNAをゲノムとしてもつため、逆転写によっ
てcDNAを生成し（RT）、ウイルス外被タンパクと特異的酵
素をコ ドーする遺伝子（env、pol）の増幅・検出を試みた。
